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1 はじめに

Einsteinの特殊相対論は時間の概念を覆したことや、物理法則の基本法則を大幅に書き換

えるに至ったことなどで有名である。特殊相対論から帰結される結果には様々なものがあ

り、そのどれもが興味深いが、その全ては結局以下の二つの操作に帰着される。

⃝ Lorentz変換の具体形を求める

⃝ 力学の基礎方程式を Lorentz変換不変な形式に書き換える

本講演の目的は、この二つの操作をするに至った歴史的背景とその数学的な定式化の方法の

一端を紹介することである。

2 講演内容

本発表ではまず、特殊相対論が出来上がるまでに至った歴史的背景を説明した上で、光速

度不変の原理と Einstein の相対性原理という 2 つの新しい物理的要請を提示する。次に、

Lorentz変換の具体形に対して考察をし、その後 Newton力学の基本法則を Lorentz変換不

変な形に書き直す。その際にテンソルと呼ばれる物理量が必要になるが、それらについては

イメージを交えて概要を説明する。
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